
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大石南中学校だより 

令和７年度 臨時号 「学校評価」 

【学校教育目標】 
 
人生の基礎を培い、夢を語り、 

向上心と勇気を育てる 
- 出会い、ふれあい、学びあい – 
 

校長  大木まみこ 
令和８年２月２７日発行 
電話 048-726-0511 

 

令和７年度大石南中学校の学校評価がまとまりましたので、お知らせします。 
ここでは、教職員による今年度の自己評価の結果と、生徒・保護者のアンケート結果から紹

介します。詳細な資料（数値等を HP掲載中）と合わせてご覧ください。なお、評価及びアンケ
ートは７月と１２月の２回実施しています。 

 

１ 「学校評価」（職員による自己評価）から 
 

【評価できること】 （カッコ内数字は、別添資料と対応した番号です。） 
⑵ 「学習指導」 

令和６，７年度上尾市教育委員会の委嘱発表もありました。学力向上についての研究をし
っかりと行い、教員一人一人が授業改善に真摯に取り組みました。「埼玉県学力・学習状況調
査」においても一定の成果が表れています。 

⑶ 「生徒指導・教育相談」 

「生徒一人一人を大切にする」ということを学校経営の基本としています。チーム体制を大 
切にしながら、職員や家庭と十分に連携をとって生徒指導や教育相談にあたることができて
います。また、「石南 LIFE」を基盤とした自律を促し、考えさせる生徒指導を大切にし、丁寧
な対応を全職員とも心がけています。 

⑷ 「服務・研修」 
適切な服務規律を守る倫理確立委員会や、学力向上に向けた研修を計画的に実施できまし 

た。 
また、特色ある取組みとして、上尾市防災士協議会の皆様のご協力により、「命を守る防災

講座」を実施しました。地域の実態に合わせた水害を想定した避難訓練を実施しています。
小中一貫教育の土台作りを今年度は作ることができました。 

⑸ 「家庭・地域」 

授業参観や学校公開、行事の保護者参観などを効果的に行うことができました。また、HP 
や配信メールを適切かつ効果的に使用することができました。 

 
【課題・次年度に向けて】 
⑵ 「学習指導・学力向上」 

基礎基本の定着、思考力、判断力、表現力等の育成、主体的に学習に取り組む態度につい
ては引き続き課題がありますので、今年度の研究成果をふまえつつ、学力向上への取組につ
いて今後も研究を進めていきます。 

⑶ 「生徒指導・教育相談」 
生徒指導、教育相談については、今後も「少人数だからこその目の行き届いた指導」を大切 

にしていきます。 

部活動の地域移行については、市内の動向に沿いながら、生徒の活動をよりよいものとな
るよう学校としても協力をしていきたいと考えています。 

 

 ２ 生徒アンケートから 
 
【評価できること】 
本校の特色である「石南ＬＩＦＥを守っている」という項目が、９６．７％と高い評価に

なっています。 
また、「学校行事にしっかり取り組んでいる。」「授業にしっかり取り組んでいる。」「いじ

めや嫌がらせをしていない。」という項目が高いことも評価できます。 
そして、「先生は、学習や学校生活についてよく相談に乗ってくれる」、「先生は、自分た

ちのことをわかってくれている」、「先生は、わかりやすい授業をしている」という項目が高
いことも少人数のよさを生かした本校ならではの成果として評価できます。 
昨年度よりも、「４月の時の自分と比べて成長している」と答えた生徒が７月調査に比べ

て格段に増えたことは成果かと思います。 
【課題・次年度に向けて】 
職員の自己評価と同じく、学習についての評価が低いことが課題です。「私は授業にしっ 
かり取り組んでいる」という項目の評価は高いのですが、「私は家庭学習にしっかり取り

組んでいる」という項目になると、評価がぐんと下がってしまいます。「提出物を期限を守
ってしっかり出している」が８０％を割っている学年があります。家庭学習については、
今後も課題設定を研究していきます。 
 
 ３ 保護者アンケートから 
 
【評価できること】 
生徒理解や生徒指導に係る項目です。教育相談、学習指導や評価について、よい評価をい 

ただけたことは教職員にとっても励みになります。  
「学校は、学校教育目標をわかりやすく伝えている」、「学校は、子どものことについてよ 
く相談に乗ってくれる」、「教師は、学習指導に熱心に取り組み、子どもの学力向上に努め
ている」、「教師は、学習における子どもの能力や努力を適切に評価している」、「教師は、
子どもをよく理解している」、「学校は、保護者・地域の願いに応えている」の項目は、100％
の評価をいただけました。 
【課題・次年度に向けて】 
項目２１について、家庭学習の項目については、職員の評価、生徒のアンケートでも同様

に低い結果となっています。引き続き、課題意識をもって取り組んでいきます。 
保護者会でも何度もアナウンスしたところ、漢検や英検などの資格取得についてはかなり

ご協力をいただけました。来年度も引き続き検定受験に対しご協力をお願いします。 
（３年生の英検３級以上の取得率 R６：１３％、R７：２５％） 

  

４ 学校関係者評価について 
 

学校関係者評価委員は学校運営協議会委員の皆さまにお願いしました。 
【評価されたこと】 
⑴ 適切な評価となっている。 
⑵ 先生方の計り知れない努力に敬意を表す。 
⑶ 子供たちは、とてもよい環境で学校生活が送れていると感じる。 
⑷ 学校訪問した際に、子供たちがしっかりと明るく挨拶してくれているので、アンケート
結果は納得できる。 

【次年度への課題】 
⑴ 目的によってアンケート内容を変えてみても改善点がより明らかになる。 
⑵ 家庭学習への評価が低いが、どうとらえて改善できるのかを検討する必要がある。 
⑶ 主体的な学習に取り組む態度についての手立てを講じる必要がある。 
⑷ ICT活用についての項目もつくるとよい。 


